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YMB-50 圧力損失試験結果報告書 

（その１） 

 

 

 

 

 

１．試験装置 

２．試験方法 

３．圧損設計値 排ガス（450℃）、空気（常温）、 

４．試験結果グラフ 

５．考察 

 

 

 

  

お手軽サイレンサー（YMB-50）の圧力損失測定試験を行い、予

測データとの比較を行う。 

この試験に用いた測定装置は新規に開発したものであり、測定方

法、装置の使用方法、結果の解析方法についても新規に試行するも

のです。 

供試品の YMB-50は、お手軽サイレンサーYMBシリーズの呼び

径 50Aのタイプです。 
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１．試験装置 

50A入口ノズル方式通気抵抗測定装置 

 

・ノズル静圧、ピトー管全圧、静圧、通気抵抗測定には、圧力計を用いた 

 

２．試験方法 

(1) 供試品はブロワの吸い込み側に取り付け、吸い込み方式試験とする。 

(2) 風量の測定には、入口ノズルを用いる。 

(3) 風量の制御は、供試品後方に設けた２つのボールバルブで行う。 

(4) 入口ノズルの検定は、ピトー管をトラバスして行う。 

(5) 供試品の通気抵抗は、供試品の前後に取り付けた静圧孔の圧力差をから供試品を

外した時の圧力差を差し引いた値とする。 
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３．通気抵抗設計値 （排ガス 450℃） 

 排気マフラーの通気抵抗設計は、高温のエンジン排気ガス（温度 450℃、比重量

0.4566kg/m3）の仕様条件で計算されている。 

 

 

 

 

 

 

通気抵抗設計値（常温・空気） 

通気抵抗測定試験は、大気中で行うため、前記設計値を常温、常圧の空気（温度 20℃、

比重量 1.2kg/m3）に換算した。 

試験データは、この換算した値と対比する。
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４．試験結果 

測定値と設計予測値（常温・空気）を両対数方眼紙へプロットし比較グラフとした。 
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５．考察 

測定値は、ばらつきが大きいが、圧力計の分解能が大きいためと考えられる。 

測定値は、予測値の流量範囲に比べ低流量のデータとなっているが、２次式近似線の

延長線上にあり、予測値にほぼ合致したといえる。 

以上 


